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学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第２項該当 
学 位 論 文 名  フランスで出版された女性のための知的啓蒙書（1650～1800 年）に関す 
            る一研究－その特徴及び時代背景から 19 世紀への継承まで－ 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 柏木 隆雄 
            （副査） 
            教 授 荻野 美穂  教 授 和田 章男 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は 1650 年から 1800 年かけてフランスにおいて出版された女性のための知的啓蒙書の実態について、時代背
景や出版事情にも触れつつ、それらの内容と意義を明らかにしようとするものである。女子の公的教育が漸く充実す
る 19 世紀後半への展望をも含めてヨーロッパにおける女性史や女子教育史、出版史をも覆うもので、A4 判 254 頁。
序と全４章 27 節及び結論からなる。 
 第１章は 17－18 世紀の女子の公教育を概観、一般には寄宿学校など一部を除いて嗜みの域を出ないものであり、
一方上層階級の女性たちには幅広い知識と高い教養に接近していた例のあることを明らかにし、この時代における一
般的な女子公教育の貧困の底辺にある女性のための知的啓蒙書の存在の検討およびその意義を述べる。 














 第４章は、前章で検討した叢書類の 19 世紀前半における再版状況を見て、当該世紀初頭の父権優位の反動的施策
においても前世紀の知的精神と女性啓蒙の意図を継承する証が、それら叢書の改訂、再版の姿に見られるとし、結論
の部分で今回十分に論じられなかった 19 世紀以降の女作用知的啓蒙書の分析、およびその展望を示す。 
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章の Bibliothèque universelle des dames についての克明な記録は、論者自身がその存在の大きさに気づき、それに
接した時の深い感動を映すように、丁寧に調査されその意義を顕彰している。 
 評価すべき第二は、そうした啓蒙書の紹介において、つい女性用だけに対象が偏りがちなのを、男性読者を対象と
した著作をも視野にいれて、論述が狭隘になることを防いでいる点である。また百科事典を編纂した編者や各項目の
執筆者について、出来うる限り調査を行い、今は忘れられている彼らを掘り起こし、顕彰していることである。ディ
ドロの有名な『百科全書』ばかりでなく、多くの小さな刊行物を詳細な記述で取り上げたことも本論の特色である。 
 そうした研究方法および実践についての評価とともに、本論の構成がしっかりしていて、論述のスタイルが揺るが
ず、一定のリズムで叙述されて、この長大な論文を一通り読ませる筆力も評価したい。とりわけ第２章、第３章に見
られるように、注記が充実し、そのため本文とのバランスもよく取れたものとなっている。また本来論者は 19 世紀
前半から後半にかけてのフランスの女性教育、そしてその基盤となる啓蒙書、知的普及書の研究を目指したと言い、
本論もそのテーマヘの前提としてその淵源から調査し始めたが、それが膨大になって、ひとまず 19 世紀に至るまで
を論じることになった。しかし、そのためかえって論としてのまとまりを得るとともに、18 世紀のこの問題の重要性
も明らかになったし、さらに出版が飛躍的に発達する 19 世紀での同種の書物研究の意義が強調されるという利点を
得ることになった。 
 以上本論の評価すべき点の多々あることを述べたが、欲を言えば、女性の啓蒙書にテーマを絞ったことは理解でき
るし、成果もあったことは認めるものの、その文体、執筆の姿勢がややパタン化して、いささか紋切り型の印象を与
える。その紋切り型を超えたところで、各種叢書の特徴を示してほしかったこと、また同じテーマでの男性読者を意
識した書物のスタイルとの相違を示せば、もっと論者が扱う叢書の特質が明らかになっただろう。また読書体験にお
ける性差と階層差をほぼ同レベルで論じるところがあるが、これはもう少し深く掘り下げる必要があるだろう。以上
の望蜀の感はあるものの、本論文が類例のない研究分野での豊かな成果であることは疑いなく、博士（文学）の学位
にふさわしいものであることを認定する。 
